
国 語

４年 組分⑥

解 答

熱い 持久 仏教 阪神 年輪宗 １ ２ ３ ４ ５

試験 養う 念願 天井 望遠鏡６ ７ ８ ９ 10

ア オ × オ就 問一 １〔主語〕 〔述語〕 ２〔主語〕 〔述語〕

３〔主語〕 〔述語〕 ４〔主語〕 〔述語〕 （それぞれくんで）オ ア × ウ

はな キ き イ あぶら カ問二 １ ・ ２ ・ ３ ・

４ ・ ５ ・ ６ ・ （それぞれくんで）ねこ エ すずめ ア あおな ウ

ウ エ イ 映像や音 文字 頭で想像州 問一 Ａ Ｂ Ｃ 問二 １ ２ ３

テレビの映像に映らない部分の情報を説明して伝えること。問三

新聞社の人 テレビ局の人 ウ オ問四 １ Ａ Ｂ ２ Ａ Ｂ

イ エ問五 問六

問七 １ ・ （くんで不順可） ２ ３ 問八 ・ （くんで不順可）ア オ ウ イ テレビ ラジオ

地震や台風、テロなどの危険な情報をいち早く伝えて、命を守る対策ができるようにすること。問九

ウ エ ア修 問一 Ａ Ｂ Ｃ

問二 問三 問四 ～ 〔から （くんで）他の動物と ウ 五万年くら されている 。〕

問五 問六 ・ （くんで不順可）ウ イ ウ

言葉問七 １

ホモ・サピエンスは言葉で知識を集積することで世界を生活しやすい環境に近づけて、高度２

な文明を発達させることができたから。

イ イ問八 問九

解 説

出典は、池上 彰 「これで世の中わかる！ ニュースの基礎の基礎 〈大和書房 。州 」 〉
しゅってん いけがみあきら き そ や ま と しょぼう

問一 Ａ…空欄の前後で食い違う内容が書かれているので、逆接の「でも 。Ｂ…空欄の後に「大きな事件」
くうらん く ちが ないよう ぎゃくせつ じ けん

や事故について」と具体的な状況を挙げているので、例示の「たとえば 。Ｃ…空欄より前の内容を」
じ こ ぐ たいてき じょうきょう あ れい じ

まとめていますから「つまり」が入ります。

問二 傍線部直後に 「テレビは映像や音と一緒に伝え」るとあり、新聞は「基本的な情報は、文字を読む、
ぼうせん ぶ えいぞう いっしょ つた き ほんてき じょうほう

しか」なく、読みながら「頭で想像しなければ」ならないとあります。
そうぞう

問三 傍線部の前後の内容をまとめましょう。アナウンサーやキャスターは 「映像に映らない部分」を、
うつ

「説明して伝えている」のです 「映像や音は、文字以上の詳しい情報を持っている」だけでなく、ア。
せつめい い じょう くわ

ナウンサーやキャスターが解説までしているので、新聞に負けていないと言いたいのです。
かいせつ

問四 １…「どちらの」というのは 「新聞社の人 （８行め）と「テレビ局の人 （11行め）の意見です。、 」 」

２…「新聞社の人」の意見は 「新聞ならいつでも読み返せる。内容も新聞のほうが詳しい」というも、

のです 「テレビ局の人」は「ビデオやＤＶＤに収録しておけば、いつでも見直せる 「映像や音は、。 」、
しゅうろく

文字以上の詳しい情報を持っている」と主張しています。
しゅちょう

問五 新聞では「話をしてくれた人」が「自分であることを知られたくない場合」には「Ａさん」という言

い方で名前を隠せます。しかし、テレビでは「誰だかわかってしまう」ので、話してもらえるように説
かく だれ せっ



得したり、顔がわからないように撮影したり、声を変えたりするなどさまざまな努力が必要になります。
とく さつえい か ど りょく ひつよう

問六 新聞は、さまざまな記事の見出しをいっぺんに見ることができ、どんなニュースがあるのかすぐに

「つかむ （把握する）ことができます。」
は あく

問七 「テレビ」は、映像に加えて解説を付け加えることができる点とニュースの原稿部分は字数にすると
くわ つ くわ げんこう

意外にわずかである点 「新聞」は、さまざまな記事の見出しからどんなニュースがあるかすぐにわか、

る点 「ラジオ」は何か別のことをしながらでもニュースを聞くことができる点が特徴として挙げられ、
べつ とくちょう

ていました。

問八 「放送」の決定的な特徴は「速報性」です 「新聞」は一日二回の発行ですからこの点で劣ります。。
そくほうせい おと

「テレビ 「ラジオ」はその日におきたことをその日に知ることができますね。」

問九 「速報性で特に大きな役割」とは、地震や台風、テロ事件などの危険に関する情報を、いち早く伝え
やくわり じ しん き けん かん

ることです。情報が伝われば対策を立てることができ、人の命を救えるのです。
たいさく すく

出典は、金田一秀穂「15歳の寺子屋 15歳の日本語 上 達法 〈講談社 。修 」 〉
しゅってん きん だ いちひで ほ さい じょうたつほう こうだんしゃ

問一 Ａ…ホモ・サピエンスが「数も少ない 「圧倒的に力も弱い」という状態で生き延びてきたようすな」
あっとうてき じょうたい い の

ので「ほそぼそと 。Ｂ…ホモ・サピエンスが「世界中に散らばっていくのと入れ替わるように 、旧」 」
ち い か きゅう

人類が姿を消したとあるので「あちこちで 。Ｃ…それまで弱い動物だったホモ・サピエンスがほかの」
じんるい すがた

動物を圧倒するように強くなったので「滅多やたらと 。」
めっ た

問二 ホモ・サピエンスの体つきは「他の動物と違って体毛のない～ヘンな動物」と書かれています。
ちが

問三 数が少なく、他の動物より圧倒的に力が弱い動物のことなので「絶滅危惧種 。」
ぜつめつ き ぐ しゅ

問四 傍線部直後に「なぜ、そんなことがわかるのかといえば」と理由を説明しています。

問五 17～19行めに示されている疑問について、筆者は「この疑問には、ひとつの仮説が成り立ちます」
しめ ぎ もん か せつ な た

（20行め）と述べたあと、その仮説について21～23行めで説明しています。
の

問六 「そんな手強い相手」の「相手」とは「ネアンデルタール人」のことです。ネアンデルタール人は
て ごわ

「骨格的にはホモ・サピエンスより、はるかに逞し （25行め）く 「火を使うことができたし、石器」 、
こっかくてき たくま せっ き

を使う知恵も持っていた （26・27行め）のです。」
ち え

問七 １…「ホモ・サピエンス」は「化石に残らないようなすごい武器を持っていた」のです。それはおそ
のこ ぶ き

らく「言葉」だろうと筆者は考えています。２…なぜ「言葉」が強力な武器になったのでしょうか。

「言葉があると知識の集積ができ （34行め 、その「知識を、子どもや孫に伝え 「どんどん知識が」 ） 」、
ち しき しゅうせき まご

増えていき、それを実行することで世界はホモ・サピエンスの生活しやすい環境へと近づ」けることが
ふ かんきょう

でき 「文明をここまで高度に発達させることができた」のです。、
はったつ

問八 前半はホモ・サピエンスの誕生が約二十万年前であり、他の動物と比べるととても弱い存在で 「絶、
たんじょう やく くら そんざい

滅危惧種」であったが、五万年くらい前から突然強くなり、旧人類たちを滅ぼしたということが語られ
とつぜん ほろ

ています。後半は弱い動物であったホモ・サピエンスが強くなった武器は「言葉」であったことを説明

しています。話題転換の「では」に注目しましょう。
てんかん

問九 「五万年くらい前のホモ・サピエンスの化石が世界中から次々と発見されている （13・14行め）→」

ア◯ 「ぼくたち人間が学名ホモ・サピエンス（ヒト）という動物である」→ウ◯ 「言葉を持ってい。 。

たからこそ、ホモ・サピエンスはこの五万年間で文明をここまで高度に発達させることができた」→エ

◯ 「ホモ・サピエンスがそれまでネアンデルタール人や、北京原人、ジャワ原人の住んでいた地域に。
ペ キ ン ち いき

侵入して、彼らを絶滅させてしまった （21・22行め）→イ×。」
しんにゅう かれ


